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町職員採用試験（高卒・社会人枠）28年度

【
採
用
職
種
等
】

◇
行
政（
高
校
卒
業
程
度
）

・
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

・
受
験
資
格

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
行
政（
社
会
人
経
験
）

・
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

・
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
民
間
企
業
な
ど
の

職
務
経
験
や
知
識
が
、
一
般
行

政
職
と
し
て
の
職
務
に
活
か
せ

る
人
（
田
布
施
町
に
居
住
し
て

い
る
人
ま
た
は
居
住
で
き
る
人

に
限
る
）

◇
土
木
技
術
（
社
会
人
経
験
）

・
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

・
受
験
資
格

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
建
設
業
法
第
27
条

の
技
術
検
定
の
土
木
施
工
管
理

に
合
格
し
て
い
る
人
（
田
布
施

町
に
居
住
し
て
い
る
人
ま
た
は

居
住
で
き
る
人
に
限
る
）

■
試
験
日
・
内
容

◇
第
１
次
試
験

・
試
験
日　

９
月
18
日（
日
）

・
試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験

・
試
験
日　

10
月
下
旬
に
予
定

・
試
験
内
容　

口
述
試
験

■
試
験
場
所　

田
布
施
町
役
場

■
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
社
会
人
経
験

枠
の
人
は
自
己
紹
介
書
（
様
式
任
意
）
も

あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
請
求
方
法

　

総
務
企
画
課
総
務
係
で
直
接
受
け
取
る

か
、
郵
送
請
求
の
場
合
は
宛
先
を
明
記
し

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

形
２
号
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同
封
し
、
総
務
企

画
課
総
務
係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

７
月
11
日（
月
）～
８
月
12
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

  （
土
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
・
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課  

総
務
係

　

☎
０
８
２
０
‐
52
‐
２
１
１
１

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
支
援
の
概
要

・
避
難
所
支
援

・
避
難
所
お
よ
び
周
辺
住
民
へ
の
物
資
の
供
給

・
避
難
所
統
合
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上
げ
支
援

・
罹
災
証
明
、
被
災
証
明
手
続
き

・
窓
口
案
内
な
ど

◇
現
地
の
状
況

　
　

４
月
下
旬
に
は
御
船
町
の
中
心
部
の
イ

ン
フ
ラ
は
ほ
ぼ
復
旧
し
、
電
気
、
水
道
は

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
山
間
部
の
避
難
所
や
そ
の
周
辺
で
は

水
道
が
復
旧
し
て
い
な
い
地
区
も
あ
り
、

一
部
給
水
が
必
要
な
状
況
で
し
た
。ま
た
、

住
宅
な
ど
の
応
急
危
険
度
判
定
も
進
み
、

多
く
の
住
民
が
大
ま
か
な
自
宅
の
被
害
状

況
を
把
握
し
始
め
た
時
期
で
し
た
。

　
　

５
月
下
旬
か
ら
は
罹
災
証
明
書
の
発
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
罹
災
証
明
書
は
公
的
支

援
な
ど
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
も
の
で

す
。
お
よ
そ
３
０
０
０
世
帯
が
申
請
を
し
、

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
証
明
書
の

熊
本
地
震
　
被
災
地
へ
人
的
支
援
を
し
て
い
ま
す

　

平
成
28
年
４
月
14
日
と
16
日
に
熊
本
地
方
を
中
心
に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
山
口
県
お
よ
び
県
内
の
市
町
は
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
熊
本
県
御
船
町
（
人

口
１
万
７
１
０
０
人
、
６
３
０
０
世
帯
）
に
人
的
支
援
を
実
施
し
、
田
布
施
町
も
こ
れ

ま
で
に
６
人
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

被
害
認
定
に
納
得
が
い
か
ず
、
再
調
査
を
希

望
す
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

災
害
と
い
う
状
況
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
十
分
な
状
態
で
は
な
く
、
不
満
の

声
も
多
数
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
や
車
で
の
宿
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
も
多
く
、
６
月
下
旬
に
は
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
を

感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
暑
い
季
節
や
台
風
の
時
期
に
向
け
早

急
に
住
環
境
へ
の
対
策
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

▲ 生活支援を申請する被災者


